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LlSP関数の編集及び保存・復元について

篠原　武♪有川　節夫＊

1．はじめに

　計算機プログラムの能率的な開発のためには，便利なエディタが不可欠であることが広く認識され，

種々の計算機言語に対して様々なエディタが提案されている．しかし本稿で取扱う九州大学大型計算

機センターにおけるLISPに関しては，未だ不便な点が多いように思われる．

　LISPはインタプリタ型の言語であるが，本来こうした言語においては，エディタが内蔵されてい

て，それを用いて開発したプログラムを見易い形で外部に保存したりそれを復元したりできることが

大切である．特にLISPにおいては，データとプログラムがS式（S－expression）という全く

同一の構造をもっているのであるから，LISPプログラムのエディティングはHSP自身を用いて行

われるべきであろう．またLISPプログラムの外部保存に関しても，単にチェックポイント・ファイ

ルを作れるだけでなく，直接目で見ることのできる文字列の形でファイルに保存でき，しかもそれを

容易にLISPシステムに読込んで使用できることが望ましい．

　以上の点を考慮し，LISP関数の編集及び保存・復元を能率よくしかも便利に行うための種々の関

数を作成した．以下にそれらの使用法について説明する．

　なおHSPそのものについては，　FACOM　OS　IV　LISP手引書を参照されたい．

2．LlSPの起動

　本稿に現れる関数等はデータセット▼LIB．　ETCOMP▼にLISPのチェックポイント・ファイル

の形で保存されているので，次の手順でLISPの起動時にこれを復元しておく．（他にも復元の方法

はあるが，詳しくは上記のLISP手引書を参照されたい．）このチェックポイント・ファイルにより

復元されるものは，通常のLISPシステム，　LISPコンパイラ及びこの手引きに現れている関数等で

ある．

　i）まずLOGON時にREGION　SIZEを十分に確保しておく．

　　　LOGON　TSS　userid／password　S（1024）

ii）次の内容をもつ2つのデータセットを用意する．

①コマンドプロシジャー（仮にその名前をSLISP．　CLISTとする）

SLISP・CLIST

OOO10　ALLOC　F（LISPINIT）　DA（．LIB・ETCOMP．）　SHR
OOO20　RUN　SL．LISP　．MSG＝0・FCSニ30K●BPS＝30K●PDS＝10K・
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②LISPプログラム（仮にその名前をSL　LISPとする）

SL．LISP

OOO10　VERBOS（NIL）
00020　0TLL（93）
00030　SQC（，）

00040　FREE（LISPINIT）
00050　PROG（NII．　（MSC　1）　（RETURN　，＄＄＄SLISP　STARTSS））

　　　（注）①のRUNのオ〔ランドは必要に応じて変更すること．

　　　　　②では他に初期に設定すべきものがあればそれを入れておくと便利である．

iii）上のコマンドプロシジャーを実行する．

READY
EX　SLISP
LISP（VOILO5）　START
INIT：　FCS＝　30720，　BPS＝　30720⑨　PDS＝　10240

　ニ　SLISP　STARTS
I　＿

以上によって，本稿に現れる関数等が使用可能な状態になる．

5　内蔵エディタ　ET

　ETはEXPR，　FEXPRまたはAPVALとして性質リスト（property　list）に載せられて定義

されている関数や定数をエディットしその結果を性質リストに反映させることができる．また未定義

の関数や定数を新しくエディットし定義することもできる．

　ET等を用いて作成された関数や定数は後に述べるDSKOUTにより外部ファイルへHSPプログ

ラムの形でしかも見やすい形で保存することができる．逆にDSKOUTを用いて作られたLISPプロ

グラムをDSKINによって読込んで使用することができる．

　ETはカーソル’／＼’を用いてS式を視覚的にとらえてエディティングを行う．ETはすべてS式

を単位にして処理を行う．またETにはカッコのつけはずしのために特別なコマンドは用意されてい

ないが，この機能はより一般的で使い易いKill及びYankコマンドによって実現できる．

　ETはカーソルw／＼’をS式の中で自由に動かしながら，　S式を挿入したり消去したり，途中の

様子をターミナルに表示したりしてエディティングを行う．

①　ETの呼出し

　　ET（名前）を入力する．

　i）関数や定数を新しく作る場合は，下の例のようにメッセージが出力されるので，それに応じ

　　て作ろうとするもののタイプ（属性）を入力する．タイプはE，F，Aなどと略記してもよい．
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名前を間違ったときなどには，Qを入力してすぐにETを終了することができる．タイプが正

しく入力されるとOK－ETのメッセージが出てETのコマンド待ちとなる．

　最初の状態は，EXPRとFEXPRの場合は（LAMBDA／＼），APVALの場合は（／＼）

である．

I　ET（FUN）

　　NEW　GENERATION
　　WHAT　TYPE？　（EXPR　OR　FEXPR　OR　APVAL）
R　E

　　OK－ET
R　＿

　ii）関数や定数がすでにEXPRがFEXPRまたはAPVALとして定義されている場合は，すぐに

　　　OK－ETのメッセージが出てコマンド待ちとなる．この場合カーソルはS式の先頭におかれる．

　　　　I　ET（FUN）

　　　　　　OK－ET
　　　　R　＿

　iii）関数がSUBRまたはFSUBRのとき，すなわちコンパイルされている場合は，その旨メッセー

　　　ジが出力され，ETの値としてNILを返す．このような関数をETでエディットすることはで

　　　きない．

　　　　I　ET（APPEND）
　　　　　　APPEND　IS　COMPILED．
　　　　　ニ　NIL
　　　　I　＿

②　ETの終了

　i）エディットした結果を性質リストに載せるときには，OKコマンドを入力する．　ETが返す値は，

　　　そのエディティングにおいて性質（property）が定義されたものの名前のリストである・

　　　　R　OK
　　　　　ニ（FUN）
　　　　1　＿

ii）エディットした結果を性質リストに載せる必要がないときには，　Qコマンドを入力する・この

　ときETが返す値はエディットしていたものの名前である．

　　RQ
　　　＝　FUN
　　I　＿

　次のETの使用例は，以下で説明する各コマンドの機能を知る上で参考になろう．下線部は利用者

による入力である．

一 233一
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1旦工工旦旦9ユ

　　NEW　GENERATION
　　WHAT　TYPE？　（EXPR　OR　FEXPR　OR　APVAL）

R工
　　OK－ET
Rヱ
　　（LAMBDA　！＼）
R工」X」ユ」．．2
　　（LAMBDA　（X　Y）　／＼）
R工」ヱ旦Ω∫i」1工L』LPB＿ヱ

　　（LAMBDA　（X　Y）　（！＼　PROG　NIL））

R」Σしヱ
　　（LAMBDA　（X　Y）　（PROG　（／＼）））

R」LIL＿11丞＿ヱ
　　（LAHBDA　（X　Y）　（PROG　（L）　／＼））
RLヱ鎚工ρ」」」＿工ΩΩヱ」£Ω退D」工靱」⊆△しL）＿基」」B旦旦旦亙＿工」」ユ

R⊥§口皇＿L』£腿ユ」」L』£①＿工ΩP2」」」£

　　（LAMBDA　（X　Y）
　　　（PROG　（L）

　　　　　　（SETQ　L　Y）
　　　LOOP　（COND　（（EQ　（CAR　L）　x）　（RETuRN　L）））

　　　　　　（SETQ　L　（CDR　L））
　　　　　　（GO　LOOP）
　　　ハ））
RIU…＿£」ΩN工｝＿ヱ」ilヱ

　　（COND　／＼　（＆　＆））

RL∬』1旦U」ユ＿」B£工星鯉＿』旦」⊃」2王ヱ
　　（COND　！＼　（（NULL　L）　（RETuRN　NIL））　（（EQ　（CAR　L）　X）　（RETURN　I．）））

RD．Bl＿1逮＿ヱヱヱ

　　（／、　NULI、　L）

RコLヱヱヱ

　　（ハL）
R工＿ムxΩ』Lヱヱ

　　（LAMBDA　（X　Y）
　　　（PROG　（L）
　　　　　　　（SET（～　L　Y）
　　　LOOP　（COND　（（／＼　ATOH　L）　（RETURN　NIL））
　　　　　　　　　　（（EQ　（CAR　L）　x）　（RETURN　I．）））

　　　　　　　（SETq　L　（CDR　L））
　　　　　　　（GO　LOOP）））

RΩK
　＝（MEMq）
1　＿

52　ETのコマンド

①コマンドの入力方法

R

　　でコマンド待ちの状態のとき，以下で述べるコマンドを入力する．1行にいくつ並べてもよい

　が・コマンドの読込みはHSPのREAD関数を用いて行われるので，必要に応じて空白もしくは

　コンマで区切らなければならない．もちろん1つのS式が複数行にまたがってもよい．

　　エラー時の処理については3．3を参照されたい．

②表示コマンド（P，PP，　PPP，　PPPP）

　　エディットの途中の様子をターミナルに表示するコマンドで，それぞれ次のような働きをする．

　　　　P：　式全体をべたに表示する．

　　　PP：　式全体をカッコの深さを考えて見やすい形で表示する．

九州大学大型計算機センター広報
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PPP：　カーソル’／＼’をリストの要素とする部分の式を，’／＼°より2段以上下にあるア

　　　　トムでない式を’＆’で略記し，PPと同じように見やすい形で表示する．

PPPP：PPPと同様に，ただし’＆’による略記を行わずに，表示する．

P

　（LAMBDA　（E　A）　（COND　（（ATOM　E）　（CI）R　（ASSO　E　A）））　（（ATOH　（CAR　E））　（／＼

　CoND　（（EQ　（cAR　E）　（QuoTE　QuOTE））　（cADR　E））　（（EQ　（cAR　E）　（QuOTE　coND）
　）　（EVCO　（CDR　E）　A））　（T　（APPL　（CAR　E）　（EVLI　（CDR　E）　A）　A））））　（T　（APPL
　　（CAR　E）　（EVLI　（CDR　E）　A）　A））））

PP
　（LAMBDA　　（E　A）
　　（COND　（（ATOH　E）　（CDR　（ASSO　E　A）））

　　　　　（（ATOH　（CAR　E））

　　　　　　（ハCOND
　　　　　　　　（（EQ　（cAR　E）　（QUoTE　QuOTE））　（cADR　E））
　　　　　　　　（（EQ　（cAR　E）　（QUoTE　coND））　（EvCo　（cDR　E）　A））
　　　　　　　　（T　（APPL　（CAR　E）　（EVLI　（CDR　E）　A）　A））））
　　　　　（T　（APPL　（CAR　E）　（EVL1　（CDR　E）　A）　A））））

PPP
　（／＼　COND　（＆　＆）　（＆　＆）　（T　δ1））

PPPP
　（ハCOND
　　　（（EQ　（cAR　E）　（QuOTE　QUoTE））　（CADR　E））

　　　（（EQ（CAR　E）（QUOTE　COND））（EVCO（CDR　E）A））
　　　（T　（APPL　（CAR　E）　（EVLI　（CDR　E）　A）　A）））

③カーソル移動コマンド（F，B，DR，　DL，　UR，　UL）

　i）　F・・°…Forward，　B・…・・Backward

　　　現在’／＼蘭のいるリストの申で要素を単位にしてそれぞれ1つ前後に情／＼日を動かす．

　ii）　DR・…・・Down　Right，　DL……Down　Le　f　t

　　　°／＼°のいるリストにある1段下のリストの中へ゜／＼’を動かす．DRは目／＼’のす

　　　ぐ右のリストの左はしへ，DLは’／＼wのすぐ左のリストの右はしへ’／＼’を移動する．

　　　NILの中へ入ることもできる．

　iii）UR……Up　Right，　UL……Up　Left

　　　それぞれ胃／＼’を1段上のリストの中へ右および左へ移動する．

　（注）指示通りに目ノ＼’が動けない場合は，エラー時の処理が行われる．　（3．3参照）

④捜索コマンド（S……Search，　RS・・・…Reverse　Search）

　　S，RSの次に指定されたS式をさがし，カーソルを移動する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州大学大型計算機センター広報
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i）S　S式　　現在’／＼日のいる位置から前向きに指定されたs式をさがし，初めてみつか

　　　　　　ったS式の手前に“／＼“を移動する．‘／＼旬のいるレベルだけでなくエディ

　　　　　　　ットしているS式全体を旬／＼弱の位置から前向きに捜索する．

ii）Rs　s式　　sコマンドと逆向きに捜索する．

（注）捜索に失敗したときは，’／＼“はもとのままでその旨メッセージが出力され，すぐ次の

　　表示コマンドまでコマンドが読みとばされる．（3．3参照）

（A　／＼　（B　C　（D）　E）　E）

RS　A

（A　（B　C　（／＼　D）　E）　E）

S　E

（A　（B　C　（D）　／＼　E）　E）

⑤挿入コマンド（1……lnsert，　W……Write）

　i）　I　S式　　’／＼wの右にw／＼”のいるリストの要素としてS式を1つ挿入する．

　　　　　　　　　　曽／＼曽はもとのままである．

　ii）　w　s式1’°’s式nミ　複数のs式を挿入する．最後に“；“をおいて終りを示す．

　　　　　　　　　　これは次のコマンドの列と同じ処理をする．

　　　　　　　　　　　I　S式1　F°°’I　S式n　F

　　　　　　　　　　つまり‘／＼胃の位置に各S式を挿入しその右に’／＼胃が来る．

　　　　（ABハC）

1（XY）

（A　B　！＼　（X　Y）　C）

WNIL　LOOP（COND（（NULL　X）（RETURN　X）））（SETq　X（CDR　X））（GO　LOOP）；

（LAMBDA　（X）

（PROG　NIL
　LOOP　（COND　（（NULL　X）　（RETURN　X）））

　　　（SETQ　X　（CDR　X））
　　　（GO　LOOP）
　ハ））

　⑥消去コマンド（D・・－Delete）

　　　・／＼’のいるリストから゜／＼’の右にある要素を1つ消去する・

　⑦Kill及びYankコマンド（K……Kill，　Y……Yank・YC・・－Yank　Copy）

　　i）K

留憎大《鷲機蒜ター広報　　　一236一
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　　Dコマンドと同様にn／＼！1の右にあるS式を消去する．異なる点は，消去したS式をスタック

　に積むことである．このスタックに積まれたS式は次のYankコマンドで引きもどして使うこ

　とが出来る．

ii）Y，　YC

　　Kコマンドでスタックに積んでおいたS式を1つ取り出して挿入する．この挿入は1コマン

　ドによるものと同じである．Yコマンドはスタックの高さを1つ減らし，　YCコマンドはスタ

　ックの高さを変えない．このYCコマンドは複数のコピーをとるときに用いる．

　（注）スタックが空のときには，N皿が挿入される．

（COND　／＼　（ATOM　X）　（X））

K

（COND　／＼　（X））

DR

（COND　（／＼　X））

Y

1（…D（ハ（・…X）・））

⑧置換コマンド（R……Replace）

　　R　S式1　S式2　　現在エディットしているS式に現れているS式1をことごとくS式2

　　　　　　　　　　　　で置換える．“／＼”の位置には無関係である．

　（注）S式1が全く現れていないときは，その旨メッセージが出力され，すぐ次の表示コマンド

　　　　までコマンドが読みとばされる．　（3．3参照）

（LAMBDA　（X）　／＼　（COND　（（ATOM　X）　X）　（T　（FF　（CAR　X）））））

R　X　Y

（LAMBDA　（Y）　／＼　（COND　（（ATOM　Y）　Y）　（T　（FF　（CAR　Y）））））

⑨復旧コマンド（UNDO）

　　一連のコマンドの実行を取り消す．UNDOは表示コマンド及び復旧コマンドを区切りと考えて，

　この区切りによってはさまれたコマンドの列を単位にして処理を行う．ETを呼んだ状態までな

　ら何回でもUNDOを行うことができる．　ETを呼んだ状態までもどり，実行を取り消すべきコマ

　ンドがないときには，UNDO？？のメッセージが出力され何も実行されない．　UNDOによって

　実行を取り消せるのはエディット中のS式及びカーソルに対して効果のあるコマンドだけである．

　つまりKill及びYankによるスタックの変化，　CN及びCT（後述）による名前や属性の変更等

　は，UNDOによってその効果を取り消すことができない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－237一　　　九州大耀計潜㍍一闘響
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⑩終了コマンド（OK，　Q－・・Quit）

　　OK：　エディットした結果を性質りストに載せてETを終了する．このときETが返す値は

　　　　　名前のリストである．

　　　Q：　なにもしないでETを終了する．エディットの結果は無効となる．このときETが返す

　　　　　値は名前である．

⑪　案内コマンド　（H……Help）

　　ETのコマンドのリストを表示する．

⑫その他のコマンド（CN，　CT，　NAME，　TYPE）

　　CN　name　　エディットしている関数や定数の名前をnameに変更する．

　　CT　type　　エディットしている関数や定数の属性をtypeに変更する．

　　NAME，　TEPE：　それぞれ名前，属性を表示する．

　　（注）nameはアトムでなければならない．　typeはEXPRかFEXPRまたはAPVALでなけれ

　　　ばならない．nameやtypeが正しく入力されなかった場合は，再度入力が要求されるので，

　　　それに応じて正しく入力しなおせばよい．

5．ろ　エラー時の処理

　ETではコマンドを1行に複数つづけて入力出来るが，あるコマンドで正常な実行が出来なくなる

と，ここで説明するエラー時の処理が行われる．つまりあるコマンドでエラーが生じた場合でも，大き

な間違いをしないように，それにつづくコマンドの実行を中止するのがエラー時の処理の目的である・

この処理と復旧コマンドの利用によってある程度の間違いは復旧できる．

　エラー時の処理では，まずそのエラーについてのメッセージが出力され，すぐ次の表示コマンドま

で無視することが知らされる．表示コマンドまでの読みとばしが終ったらOK－ETのメッセージが出

力されエラー時の処理を終了する．なおOK－ETのメッセージが出るまでは，すべて読みとばされる

ので注意を要する．つまりOK－ETのメッセージが出ないときには，表示コマンドを入力してエラー

時の処理から抜け出なければならない．

　エラー時の処理が行われるのは次の通りである．

　①コマンドのつづりが間違っているとき．

　②カーソル移動コマンド（F，B，　DR，　DL，　UR，　UL）

　　　指定された移動が出来ないとき．

　③捜索コマンド（S，RS）

　　　指定されたS式がみつからなかったとき．

　④KiH及び消去コマンド（R　S式1　s式2）

　　　S式1が全く現れていないとき．

　（注）　CN，　CTコマンドにおける入力誤りはこの処理と異なる・

襯大㌘《翌機66ター広報　　　一238一
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　　　　（／＼　LANBDA　（X）　（COND　（（ZEROP　X）　1）　（T　（TIMES　X　（FACT　（SUBI　X））））））

R　S　YYY
　　★★★　YYY　．．．　SEARCH　FAILED　★★★

　　IGNORED　COHHANDS　TO　NEXT　P・　PP・　PPP　OR　PPPP．
R　P

　　OK－ET
R　＿

　　（LAMBDA　（X）　／＼　（COND　（（ATOM　X）　X）　（T　（FF　（CAR　X）））））

R　R　Y　X　PP
　　★★★　Y　＝ニニ＞　X　．．．　REPLACE　FAILED．　★★★

　　IGNORED　COMMANDS　TO　NEXT　Pg　PP・　PPP　OR　PPPP．
　　OK－ET
R　＿

4．関数，定数のファイルへの保存とファイルからの復元

　　DSKOUTはHSPシステム内に存在する関数や定数（EXPR，　FEXPR，　APVAL）を外部フ

　ァイルへ見やすい形で出力するための関数である．DSKINは外部ファイルに書かれているLISP

　プログラムを読込むための関数である．

4．1　DSKOUT

①　使用法

　　　DSKOUT（filename　functionlist　New－or－Old）を入力する．各引数は次の通り

　　である．

　　i）filenameは外部のデータセット名に対応するアトムである．ただしHSPの区切り記号

　　　を含む場合は＄＄アトムとしなければならない．　（3は通貨記号である．）

　　　（例）

ETCOMP
FACT．　LlISP

FUN．1．ISP（MEM）

ETCOMP
＄＄＄FACT．1．ISP＄

＄＄％FUN・LISP（MEM）％

　（注）　＄＄アトムは＄Sdκdの形をしていて，名前アトムガを表す．ここでzは任意の文字

　　　　列であり，dは臨時の区切り文字でκに現れていない任意の文字である．

　ii）functionlistはアトムでAPVAL属性の値として保存すべき関数，定数の名前のリスト

　　を持つものである．

　iii）New－or－Oldはデータセットが新しく作成されるかどうかを示すための引数である．新し

　　く作る場合にはアトムNEWを指定する．既存の場合にはNEW以外の任意のアトムを指定する

　　か，または省略する．

②　機能

　　DSKOUTはfunctionlistによって指定された関数や定数をfilenameに対応するデータ

　セットに見やすい形でLISPプログラムとして保存する．関数や定数が＄＄アトムを含んでい
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る場合には，＄＄アトムを付した形で出力する．またファイルの先頭にfuntionlistをAPV

AL定数として書き出す．

　＄＄アトムに対する処理を行うので，保存したファイルを修正しないでそのまま使用すること

ができる．

　データセットの割当て，解除を自動的に行うので使い易い．

4．2　DSKIN

①使用法

　　　DSKIN（filename1……filenamen）を入力する．各filenameについては，上のDS

　　KOUTと同様．

　②　機能

　　　DSKINはDSKOUTを用いて外部に保存されたHSPプログラムを読込む関数で，1度に複

　　数のファイルを指定して，次々に読込むことができる．各ファイルのはじめに読込まれるものは，

　　DSKOUTを用いるときに指定したfunctionいstである．これは，プログラムをさらに開発

　　しDSKOUTを用いて外部に保存する場合に利用できる．もちろん必要に応じて，このfunct－

　　ionlistをETでエディットすることもできる．

4．5　DSKOUT，DSK　l　Nのエラーとその処理

①DSKOUTにおいて，　New－or－01dの指定を誤るとデータセットの割当て時にエラーが生じ

　　る，この種のエラーに対しては，例えば次の手順で処理すればよい．

　　i）Break　keyを入力する．

　　ii）HSP　ATTNの状態になったらTOPを入力する．

　　　これでLISPのトップレベルにもどる．

②DSKINにおいて，指定したファイルが存在しないときには，エラーが生じるので，次のいず

　　れかの処理をする．

　　i）filenameの誤りで，　REENTER一のプロムプトがなされていれば，そこで正しく入力し

　　　なおす．

　　ii）①と同様の処理をする．

4．4　DSKOUTを用いて作ったファイル以外からDSK　l　Nで読込む場合

　DSKINはDSKOUTによって作られたファイル以外からLISPプログラムを読込むことができる．

ただしDSKINはHSPのREAD関数を用いて読込みを行っているので，ファイルの終りを自動的

に検出し，ファイルの割当の解除をすることができない．DSKOUTが作ったファイルの終りには，

END－OF－FILEと書かれているので，　DSKINはこれを入力するとファイルを閉じて，割当の解

除をするようになっている・したがってDSKOUTを用いて作ったファイル以外からDSKINで読込

む場合には，次のいずれかの処置を施さないと次にDSKINを使うときにエラーが生じる．

　i）読込みが終ってトップレベルにもどったら，ERRDSK　NILを入力する．
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または

ii）ファイルの終りにEND－OF－FILEと書いておく．

5　その他の関数

　以上に示した関数以外のものについては，特によく使われ便利であると思われる関数を次にあげて

おく．なお詳しくは，ソースプログラムを参照されたい．

①LOOK（名前）　関数や定数を端末に表示する．＄＄アトムにS＄を付けて出力する．値は

　　　　　　　　　　　属性である。

②LOOK1（名前）LOOKと同様．ただし＄＄アトムは＄＄が付かないで出力される．

③USTC　NIL　カタログをリストする．

④LISTF（filename）　ファイルの内容をリストする．　filenameについては，4．1のも

　　　　　　　　　　　のと同様である．

⑤COMP（functi・nlist）複数の関数をコンパイルする．　functionlistについては，4．

　　　　　　　　　　　1のものと同様である．

6．おわりに

　エディタETの作成にあたって，京都大学数理解析学専攻の小島啓二氏の作成したものを参考にさ

せていただいた．同氏に感謝したい．

　本稿に示した機能を追加したことで1、ISPがかなり手軽に使用できるようになったという評

価を得ているが，ファイル操作に関してはまだ十分ではないのでさらに改良すべきであろう．次の機

会にはDSKOUT，　DSKINの補強を中心に改善する予定である．
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